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【質問項目】

	１、環境対策とサミット開催による経済効果について

（１）洞爺湖町環境基本条例等の施行にともなう環境行政の推進強化について。

①洞爺湖町環境基本条例および、さわやか環境条例の制定に対する町長の認識と決意は。

②条例にもとづく、行政の責務と役割り、町民や事業者への周知と協力と参加をどのように推進していくのか。

③課題への具体的な対応について

　　・住民合意を前提とした、環境基本計画の策定プロセス

　　・ごみの処理方法の遵守とポイ捨て禁止の徹底

・漁業系廃棄物処理施設「海の華」に関わる問題

（２）サミット開催にかかわる地域への波及効果と対応について

①インフラ整備に係る地元事業者の仕事確保と雇用創出効果について

②開催までの観光客の確保と宿泊予約の現状について

③弁当等の地元事業者参入効果について

④地元への波及効果や課題を常に調査･分析し、関係機関への働きかけを強力に行うことが必要ではないか。

２、委託事業の確認検査および物品管理の状況について

　（1）委託事業の施工確認は厳格に実施されているか。

　（2）町所有の物品管理は適正に行われているか。

　（3）町の所有物を借用した者が、第3者に又貸し、利益を得ることができるか。

３、医療制度「改正」による、後期高齢者医療制度への対応、さらに「特定健康診査・特定保健指導」が各保険者に義務付けされたことによる早期発見･早期治療の検診体制をいかに維持させていくのか。

（１）高齢者の医療を差別化し、負担を増やす後期高齢者医療制度実施への対応について

（２）「特定検診・特定保健指導実施計画」策定状況、基本的な考え方について

（３）75歳以上の高齢者について特定検診・特定保健指導と同様の検診･保健指導を実施し、そのことによる保険料の負担増とならないよう町の独自事業として行う考えはないか。


